◎周術期患者の薬学的管理と手術室における薬剤師業務に関するアンケート調査です。ご協力お願い致します。
施設名：
A.施設の基本情報について
A-1.病床数は？
· 無し　□1～99床　□100～299床　□300～499床　□500床以上
A-2.開設主体・病院種別は？
　　□国公私立大学病院　□その他の公立病院（自治体等）　□一般病院　□診療所
A-3.病棟薬剤業務実施加算の算定状況は？（平成26年6月末日現在）
　　□既に算定している
　　□算定することが決定し、準備中である
　　□今後算定を予定している
　　□現在のところ算定する予定はない
A-4.薬剤管理指導料の算定は算定対象患者数の何％ですか？（平成26年6月1ヶ月）
　　□届出ていない
　　□1～30％　□31～50％　□51～70％　□71～90％　□91％以上
A-5.退院時薬剤情報管理指導料の算定は何％ですか？（平成26年6月1ヶ月）
　　□算定してない
　　□1～30％　□31～50％　□51～70％　□71～90％　□9１％以上
A-6a.全身麻酔件数は？（平成26年6月1ヶ月）
無　1～50件　□51～200件　□201～500件　□50１件以上
A-6b.局所麻酔件数は？（平成26年6月1ヶ月）
無　1～50件　□51～200件　□201～500件　□50１件以上
A-7.手術室運営委員会等があるか？
　　□ある　　　□ない
A-8.手術室運営委員会等に薬剤師は参加しているか？
　　□している　□していない
B　周術期患者の薬学的管理と手術室における薬剤師業務の意識調査
B-1.術前における薬学的管理（アレルギー、持参薬の中止継続、既往歴の評価等）はどのタイミングが理想的でしょうか？
　　□外来（手術決定時）　　　□外来（術前処方交付時）
　　□入院術前　　　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
B-２.「B-1」で地域での保険薬局との連携は必要でしょうか？
　　□必要
　　□不要
B-３.術前における薬学的管理（麻酔薬の投与量設計はどのタイミングが理想的でしょうか？
　　□外来（手術決定時）　　　□外来（術前処方交付時）
　　□入院後、術前　　　　　　□手術当日朝の手術室でのカンファレンス、打合せ
B-４.術後における薬学的管理はどのタイミングで介入するのが理想的でしょうか？
　　□術中（手術室内）　　□回復室/ICU等
　　□一般病棟帰室後
B-５.貴院での薬剤師配置が充足したと仮定して下記の業務は薬剤師が行うべきでしょうか
B-５-1）麻薬の管理
　　　　□薬剤師　□麻薬管理者が監督責任を使命した手術室職員（医師、看護師）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
B-５-2）筋弛緩薬の管理
　　　　□薬剤師　□麻薬管理者が監督責任を使命した手術室職員（医師、看護師）
　　
B-５-3）向精神薬の管理
　　　　□薬剤師　□麻薬管理者が監督責任を使命した手術室職員（医師、看護師）
B-５-4）麻酔薬（液・ガス）管理
　　　　□薬剤師　□麻酔科医　□看護師　□臨床工学技士
　
B-５-5）医療材料管理
　　　　□薬剤師　□麻酔科医　□看護師　□臨床工学技士　□事務職員　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
B-５-6）注射ルート管理
　　　□薬剤師　□麻酔科医　□看護師　□臨床工学技士　
　
B-５-7）薬剤のミキシングやシリンジ充填
　　　□薬剤師　□麻酔科医　□看護師　□臨床工学技士　
　
B-５-8）麻酔記録からの事後監査
　　　□薬剤師　□麻酔科医　□看護師　□臨床工学技士　□医事課　
　
B-５-9）使用薬の確認・照合
　　　□薬剤師　□麻酔科医　□看護師　□臨床工学技士　□医事課　□事務職員
　
C　周術期患者の薬学的管理と手術室における薬剤師業務の実態調査
C-1.術前における薬学的管理（アレルギー、持参薬の中止継続、既往歴の評価等）はどのタイミングで行っていますでしょうか？
　　□外来（手術決定時）　　　□外来（術前処方交付時）
　　□入院後、術前　　　　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
C-２.「C-1」で地域での保険薬局との連携は行っていますでしょうか？
　　□行っている
　　□行っていない
C-３.術前における薬学的管理（アレルギー、持参薬の中止継続、既往歴の評価等）はどの職種に伝達されていますでしょうか？（複数選択可）
　　□外科医（執刀医）　□麻酔科医　□看護師　□その他（　　　　　　　　　　）
C-４.薬剤師は術前における薬学的管理（処方設計等）は行っていますでしょうか？
　　□行っている
　　□行っていない
C-５.「C-４」で「行っている」と回答の先生はその種類をお答えください
　　□抗凝固・抗血小板療法の中止、再開　□前投薬　□アレルギー代替薬　□静脈血栓塞栓予防　□抗菌薬　□ステロイドカバー　□麻薬　□麻酔薬　□その他
（　　　　　　　　　　　）
C-６.術後における薬学的管理はどのタイミングで介入していますでしょうか？
　　□術中（手術室内）　　□回復室/ICU等　　□一般病棟帰室後　　□介入していない
C-７.貴院では下記の項目はどなたが行っていますでしょうか？
C-７-1）麻薬の管理
　　　　□薬剤師　□麻薬管理者が監督責任を使命した手術室職員（医師、看護師）
　　
C-７-2）筋弛緩薬の管理
　　　　□薬剤師　□麻薬管理者が監督責任を使命した手術室職員（医師、看護師）
　　
C-７-3）向精神薬の管理
　　　　□薬剤師　□麻薬管理者が監督責任を使命した手術室職員（医師、看護師）
　　
C-７-4）麻酔薬（液・ガス）管理
　　　　□薬剤師　□麻酔科医　□看護師　□臨床工学技士　
　　
C-７-5）医療材料管理
　　　　□薬剤師　□麻酔科医　□看護師　□臨床工学技士　□事務職員　□
　　
C-７-6）注射ルート管理
　　　□薬剤師　□麻酔科医　□看護師　□臨床工学技士　
　
C-７-7）薬剤のミキシングやシリンジ充填
　　　□薬剤師　□麻酔科医　□看護師　□臨床工学技士　
　
C-７-8）麻酔チャート（記録）からの事後監査
　　　□薬剤師　□麻酔科医　□看護師　□臨床工学技士　□医事課　
C-７-9）使用薬の確認・照合
　　　□薬剤師　□麻酔科医　□看護師　□臨床工学技士　□医事課　□事務職員
　
C-８　（安全性情報の伝達と実践）
手術室への医薬品安全性情報についてはどのようにされていますでしょうか？
□製薬企業MRに任せている
□診療部会、医局会等で情報配信のみ
□医薬品情報管理室より情報配信のみ（紙媒体、イントラネット等）
□病棟薬剤師より病棟で手術室職員へ情報配信＋口頭説明
□手術室担当薬剤師より手術室職員へ情報配信＋口頭説明
□その他
C-９（持参薬情報の中止と再開）
　術前に中止した薬の術後再開に関する指示はどのようにしていますでしょうか？
· 薬剤師は介入していない
· スケジュールはないが再開は薬剤師が介入している
· 薬剤師の管理下において、薬効別手技別で再開の目安が明示され、運用されている
C-1０　（医療スタッフへの教育）
　周術期に使用する医薬品について周術期に関与する職員への教育はどなたがされていますか？（複数選択可）
　　□麻酔科医　□外科医　□看護師　
　　□医薬品情報管理室配属薬剤師　□手術室配属薬剤師　□病棟配属薬剤師　
□その他
C-1１　　（薬剤師間、他職種間との情報共有）
　　病棟と手術室の引き継ぎはどのように行っていますでしょうか？
□手術室薬剤師がいなくて、手術室との情報共有は特にしていない
□手術室薬剤師がいなくて、病棟薬剤師が手術室と連携をとっている
□手術室薬剤師がいなくて、病棟薬剤師が病棟看護師と手術室看護師の引き継ぎ内容をチェックしている
□手術室薬剤師がいて、病棟薬剤師と必要時連携をとっている
□手術室薬剤師がいるが、特に病棟薬剤師と連携していない
C-1２（術後の患者の理解度への貢献）
術後の合併症・感染予防を含めたモニタリング実施に対する患者・家族への説明に薬剤師は関与していますでしょうか？
□関与していない
□病棟薬剤師のみが関与している
□手術室薬剤師のみが関与している
□病棟薬剤師、手術室薬剤師が関与している
□その他
C-１３（医薬品関連性インシデント）
　お答えできる限りで、下記の内容にお答えください
C-１３-1）貴院では薬剤師関与の有無関わらず、術前中止継続の指示が不十分で患者が入院後に手術が延期したことはありますか？平成２５年度の大体の件数をお教えください。
　　　　ない　　　1-4件/月　　　5件以上/月
C-１３-2）貴院では薬剤師関与の有無関わらず、既往症の悪化等により患者が入院後に手術が延期したことはありますか？平成２５年度の大体の件数をお教えください。
　　　　ない　　　1-4件/月　　　5件以上/月
C-１３-3）貴院で収集しているプレアボイド報告の中に周術期薬剤師の関与で「副作用未然回避」の事例がございましたら平成２５年度の大体の件数をお教えください。
　　　　ない　　　1-4件/月　　　5件以上/月
C-１３-４）貴院で収集しているプレアボイド報告の中に周術期薬剤師の関与で「重篤化回避」の事例がございましたら平成２５年度の大体の件数をお教えください。
　　　　ない　　　1-4件/月　　　5件以上/月
C-１４　日常業務の中で、ICT、NST等多くのチーム医療が現存しています。周術期に関わるチームと他のチーム医療との連携強化のためには他のチーム医療から抜け落ちている箇所をカバーする必要があります。周術期管理チームの専門的介入はどこにあるとお考えでしょうか？その他、周術期患者の薬学的管理と手術室における薬剤師業務に関して、何かご意見がありましたら自由にご記入ください
D　アンケートの回答を完了するために、貴施設の施設名をご入力ください・
施設名のご入力があったもののみ有効回答といたします。
質問は以上です。ご協力ありがとうございました。
